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背景 

有機分子を用いたデバイスの研究開発が活発化 
→近年デバイス特性が飛躍的に向上 
→有機分子-電極界面の物性が鍵をにぎる（∵有機分子-電極
系の電子状態は，物質固有のエネルギー準位だけでなく電
極と有機分子間の電荷移動，配向など様々な要素が関与す
る） 

 
しかし，現状では, 有機分子-電極界面の物理的理解は十分
に進んでおらず，デバイスの特性評価が先行している. 
 
したがって，界面の電子状態を制御しデバイス特性を改善
するためには，原子レベルでの有機分子-電極間相互作用の
解明が必要． 

目的 

高度化されたBL13アンジュレーター放射光を利用した先端
的光電子分光測定によって，有機分子-電極界面の構造，電
子状態さらに電荷移動ダイナミクスを解明すること． 
• 高分解能内殻光電子分光（ΔE＜50meV） 
• 高分解能角度分解光電子分光（ΔE＜10meV） 
• Core-hole clock分光（時間分解能Δt～数fs） 
• 放射光励起STM（位置分解能＜20nm） 

入口　　・新BL13の最適化と初年度からのフルスペック利用 
　　　　・オリジナルな放射光分光の開発 
　　　　・独自のマテリアル 
　　　　　　（有機単結晶薄膜，モデル太陽電池，表面ドーピング系） 
 
　　　　・有機分子に特化した軟X線ビームラインの構築 
 
出口　　・有機単結晶電子物性，有機太陽電池，界面電荷移動機構の解明 
　　　　・国際的競争力の高い軟X線BLステーションの確立 

BL13Aエンドステーション 

１.PF保有の改良型SES200（小沢＆櫻井Gで立ち上げ）：常設 
 →角度分解光電子分光，内殻光電子分光 

２.物性研（吉信G）Phoibos100：準常設 
 →高分解能内殻光電子分光（低温～高温：温度可変） 

３.物性研（長谷川G）放射光STM：準常設 
 →nmスケール元素分解マッピング 

４.慶応大(近藤G )雰囲気XPS：立ち上げ中 
 →反応条件下での内殻光電子分光 

串刺型配置：並行してエンドス
テーションを立ち上げ，様々な
系を臨機応変に測定できる様に
整備する． 

SR- 
STM 

HR- 
PES 

高分解能内殻光電子分光 
・元素選択的に有機分子の化学状態や構造を解明 
・表面-界面状態（電荷移動，酸化状態，サイト） 
・内殻励起に伴う振動構造 
・半導体基板のバンドベンディング 

Core-hole clock分光 放射光励起STM 
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HR-XPSの測定例(世界最高レベル)
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次年度以降の計画 
＊BL13Aの問題解決と最適化と並行して，エンドステーションの充実・最適化を引き続き行う．
＊各グループ毎，対象系を広げ系統的な研究を行う．
＊これまでの成果をまとめて論文化を行う．


